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さ さ づ か 
令和３年３月１日発行 

〈 教 育 目 標 〉 

〇 互いの違いを認め 高め合う子 

〇 主体的に学び 創造する子 

〇 心身をきたえ たくましい子 
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タブレットで広がる子供の未来 
校 長  荒 木  憲 秀 

 休校という異例のスタートで幕を開けた令和２年度も、残すところあと１か月となりました。

感染症予防のために様々な予定の変更を余儀なくされましたが、一方で ICTの活用推進という意

味では、飛躍的な一年になったように思います。この一年間、教職員も子供たちも、様々な工夫を

凝らしながら活用を図ってきました。２月 22日の土曜授業日は「渋谷タブレットの日 in 笹塚小｣

として、１年生から６年生までの全学級でタブレットを活用した授業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 どの学年･学級でも、子供たちがタブレットを自在に使いこなしている様子が見られました。ほ

とんどの児童が基本的な操作を身に付け、それぞれの学習の目的に応じて、タブレットの様々な

機能を活用することができています。今後も、より「学びを深める」ためのツールとして、更なる

活用を図っていきたいと思います。 

 授業外での活用も素晴らしいです。各委員会が活動の紹介 

をしたり全校に呼びかけをしたりするための動画を作成して 

いますが、そのクオリティの高さには驚かされるばかりです。 

タブレットにより広がる子供たちの未来、可能性の大きさ 

に、大いなる期待と確かな手応えを感じています。 

 

 

 

 

 

《３月の生活目標》          
・がんばったことをふり返ろう。  

・お世話になった人にお礼を伝えよう。 

・感謝の気持ちを込めて、使ったものや教室をきれいにしよう。 

左：屋外で撮影した冬の様子の写真を、教室に戻って 
タブレットで「紹介カード」に貼り付けます。 

 
右：動画撮影した自分の動きを分析、頭の位置の軌跡

をチェックして技の出来栄えを高めます。 

左：クラスの友達がそれぞれ調べたことをタブレット 
で瞬時に共有、分類や整理も簡単にできます。 

 
右：各自の考えをもとに意見交流。自分と違う意見の

友達を選んで、考えを深めることもできます。 

左：プログラミングに挑戦。どうすればうまくできる
か考えながら、何度も何度も挑戦します。 

 
右：タブレットを使いこなして学びを深めていくため

には、タイピング技術の習得も必要です。 

給食委員会作成動画「モーニング笹塚」 

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/sasashoe


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの様子 

昨年に引き続き、授業の中で積極的に使用することができました。特に高学年では、Office365を

活用して、意見文を作成したり、プレゼンテーションを作成して発表に利用したりすることができました。

児童からは、「今までのノートと比べて、交流がしやすい。」「友達の意見を見て、自分の考えに付け足し

やすい」といった声を聞くことができました。 

今後の課題としては、教科の特性や学習の場面に応じた、より効果的な活用を図っていく必要がある

こと、使いこなしていくためにはタイピング技術が必須になること、等が挙げられます。次年度は、従来の

教科書に加えて、児童用のデジタル教科書も導入されます。授業での活用をさらに高めていくとともに、

ICTモラル・リテラシーを高める教育活動も行っていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 ３月４日（木）に行われる「６年生を送る会」に向けて、各学年が工夫を凝らして準備をしていま

す。今年度は新型コロナウイルス感染症予防の観点から、体育館に全学年がそろっての実施は見

送り、各学年が動画を作成し、視聴する形にしました。 

 動画を作るにあたってまず、「どのような気持ちを伝えようか。」「6 年生にはどんな気持ちになっ

てほしいか。」等、子供たちが中心となって考えました。その上で、動画の内容を考えました。互いに

思いを伝え合い、次の学年に前向きな気持ちをもてるような会になるよう指導していきます。 

２月１９日（金）に国立科学博物館付属自然教育園と科学技術館に社会科見学に行きました。 

実行委員を中心に「教科書に載っていない知識を深める」「公共の場での態度を学ぶ」等の目的

をもって取り組むことができました。１グループ３～５人ごとに分け、それぞれのグループでルールを

決めたり、回る順番を考えたりして話し合いました。 

 国立科学博物館付属自然教育園では、子供たちは多くの自然に触れ、珍しい松の木や鳥を見て、

驚いていました。「カワセミ」を見た子もいるようです。その感動を写真に撮ったり、メモにまとめたり

しました。中には、他の見学していた方にインタビューをする子もいました。 

科学技術館では、理科で学習したことが、自分たちの生活とどのようにつながっているのかを実

感できたようです。磁石や地震、天体等の体験を通して科学への理解をより深めることができまし

た。しかし、班での集団行動に課題がみられたグループもありました。５年生での社会科見学では、

反省を生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※今月の避難訓練は『予告なし』で行います。 

 

 

 

 

 

日 曜 予定等 sc 

1日 月 全校朝会 クラブ⑥  

2日 火  〇 

3日 水   

4日 木 安全指導 6年生を送る会 ささっこ班遊び  

5日 金 渋谷スカイ見学（6年） ◎ 

6日 土   

7日 日   

8日 月 全校朝会 委員会⑦  

9日 火   

10日 水   

11日 木 PTA総会（書面にて開催）  

12日 金  ◎ 

13日 土   

14日 日   

15日 月 
全校朝会 卒業遠足（6年） 

プログラミング（4年） 
 

16日 火 渋谷スカイ見学予備日（6年） 〇 

17日 水 渋谷スカイ見学予備日（6年）  

18日 木   

19日 金  ◎ 

20日 土 春分の日  

21日 日   

22日 月 全校朝会  

23日 火 
給食終 卒業式予行（６年） 

4時間授業（１～５年） 
 

24日 水 修了式 大掃除 4時間授業  

25日 木 卒業式（6年のみ登校）  

26日 金   

27日 土   

28日 月   

29日 火   

30日 水   

31日 日   

3 月２４日（水）は 1年の締めくくりである

修了式です。３時間目に大掃除をして、給食なし

の4時間授業です。下校時刻は12：10ごろに

なります。 

25日（木）は第９９回卒業式です。登校は6

年生のみです。保護者の参加等、詳細につきまし

ては、学年だよりをご参照ください。 

 １～5年生は3月25日から春休みです。春

休み前に、生活指導部から「春休みの生活」につ

いてのプリントを配布し、学級で指導を行いま

す。保護者の皆様におかれましては、下記の3点

についてご家庭でもご指導ください。 

① 子供だけで繁華街に行かせないようにしてく

ださい。 

② 交通事故防止に努めてください。 

③ 携帯電話やネットの使い方について、家庭で

のルールを決めてください。 

  詳しくは別紙プリントをご参照ください。 

 

 春休み明けの登校は 

4月6日（火） 8：10 ～ 20登校 

新２～6年生  ９：３０下校 

令和3年度は、水曜日と土曜日（特別時程）の

1 時間目の授業開始時刻が今年度より 5 分遅く

なり、8：35 となります。下校時刻は変更あり

ません。 

 
2月25日15時より、第5回学校運営協議

会が開催されました。今回も、学校関係者評価委

員会も兼ねて開催されました。 

学校の自己評価について各委員より出された

意見をもとに、関係者評価を確定して渋谷区へ提

出いたしました。確定した学校評価は、学校ホー

ムページ「学校評価」からご覧いただけます。 
 
また、学校評価の結果も踏まえた令和 3 年度

の教育課程についても協議し、承認されました。 

次年度の教育課程につきましては、学校経営方針

と併せまして新年度に改めてホームページにて

公開いたします。 
 
今年度は、感染症の影響もあり 

年間５回の開催でしたが、次年度 

は年間８回を予定しています。 

協議内容については、学校HP 

｢CSページ｣をご覧ください。 ➡

 

 
スクールカウンセラー勤務日 

◎ 小田桐 栄佳 SC 

○ 中村 忍 SC 

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310241&frame=frm5f8fe160f2801
https://shibuya.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310241&frame=frm5e49ed696f17d

